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大
倉
ふ
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ま
つ
り
文
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発
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『川
柳
大
会
』 

結
果 

ふ
る
里
ま
つ
り
が
開
催
で
き
な
い
中
、
今
年
は
新
し
い
事
業
と
し
て
「
川

柳
大
会
」
を
開
催
。
大
倉
地
域
の
皆
様
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
６５
句
（
応
募
者
数
３３

名
）
の
応
募
が
あ
り
、
慎
重
な
る
審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
及
び
作
者
が
決

定
し
ま
し
た
。
入
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 最

優
秀
賞 

 
『 
散
歩
道 

時
計
回
れ
ど 

廃
校
舎 

』 

大
上
地
区 

西
山
と
し
子 

 
 

 
 

優
秀
賞 

 

「農
作
業 
わ
が
家
は
い
つ
も 

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

金
谷
地
区 

斎
藤
久
美
子 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

「甘
い
柿 

奪
い
合
い
す
る 
猿
と
俺
」 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

中
沢
地
区 
鈴
木 

進 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

「ジ
ャ
ン
プ
し
て 

ト
ン
ボ
取
る
ネ
コ 

川
に
落
ち
」 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

新
山
地
区 

柴
田 

睦
子 

 
 
 

ふ
る
里
ま
つ
り
賞 

       

「不
具
合
も 

歳
を
重
ね
て 

身
の
一
部
」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

行
川
地
区 

 

鈴
木 

よ
を
子 

 
 

 
 

 
  

「軒
の
下 

猿
を
ま
ち
わ
び 

柿
の
れ
ん
」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

中
沢
地
区 

 

奥
山 

富
美
子 

  
 

   

「老
夫
婦 

土
の
う
積
み
上
げ 

絆
愛
」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

林
崎
地
区 

 

斎
藤 

美
代
子 

最
高
齢
者
賞 

 
 

 
  

「戦
後
す
ぐ 

嫁
ぎ
て
守
り 

個
の
土
地
を
」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

行
川
地
区 

 

鈴
木 

さ
か
ゑ 

最
年
少
者
賞 

 
 

 
  

「大
倉
の 

扉
開
け
ば 

櫤
山
（た
か
ら
や
ま
）」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

大
上
地
区 

 

斎
藤 

記
史 

家
族
賞
（３
名
参
加
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

大
上
地
区 

 

斎
藤 

美
代
三 

行
川
地
区 

 

鈴
木 

勝
昭 

 

最
優
秀
賞
の
西
山
さ
ん
に
は
棚
田
米
「
つ
や
姫
」
5
㎏
、 

優
秀
賞
に
は
清
酒
「
朝
日
鷹
」
1
升
、
ふ
る
里
ま
つ
り
賞 

に
は
「
味
マ
ル
ジ
ュ
ウ
」
1.8
ℓ
、
最
高
齢
・
最
年
少
賞
に 

は
蔵
王
米
菓
「
米
蔵
」
、
家
族
賞
に
は
「
う
ど
ん
」
1
箱
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
「
砂
糖
」
1
㎏
が
、
各
地
区
会 

長
よ
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 



 

大
倉
地
域
防
災
訓
練 

 

近
年
の
全
国
的
な
災
害
や
、
今
年
の
7
月

に
は
村
山
市
に
お
い
て
も
大
規
模
な
水
害
が

あ
り
ま
し
た
。 

今
後
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
災
害
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

今
年
は
行
川
地
区
を
中
心
に
大
倉
地
域
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

訓
練
の
内
容
は
、
避
難
訓
練
・
情
報
収
集

訓
練
・
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
・
消
火

器
訓
練
・
消
火
栓
訓
練
・
消
防
団
に
よ
る
各

種
訓
練
・
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
本
番
さ
な
が

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
行
川
地
区
の
皆
さ
ん
、
各
地
区
自
主
防
災

会
の
皆
さ
ん
、
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
・
消
防
団

の
皆
さ
ん
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

新
コ
ー
ス
名
が
決
定
し
ま
し
た
！ 

『
居
合
の
道
～
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
～
』 

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
対
策
を
講
じ
て

2
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
は
も
ち

ろ
ん
市
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

10
月
に
は
、
楯
岡
小
3
年
生
の
2
学
級
が
大
倉

つ
つ
み
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
パ
ス
ビ

ン
ゴ
な
ど
を
し
な
が
ら
、
自
然
に
ふ
れ
、
里
山
に
咲

い
た
リ
ン
ド
ウ
の
花
に
感
動
！
2
学
級
に
は
「
フ

ッ
ト
パ
ス
大
使
」
の
任
命
証
を
交
付
し
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
並
行
し
て
、
新
コ
ー
ス
の
コ

ー
ス
選
定
や
名
称
な
ど
を
決
め
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
張

り
切
っ
て
マ
ッ
プ
の
制
作
に
打
ち
込
ん
で
お
り
ま

す
。 興

味
が
あ
る
方
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ケ
ッ
ト
パ
ス
君
も
待
っ
て
い
る
よ
！ 

今
年
度
の
次
の
事
業
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

一
月
開
催 

大
倉
地
域
地
区
三
役
会
議 

 

二
月
開
催 

救
命
講
習
会 

 
 「

お
お
く
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知
ら
せ
等 

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
紹
介
し 

た
い
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
取
材
等
に
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気 

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○お  

○知  

○ら  

○せ  

フ
ッ
ト
パ
ス
活
動
報
告 

大
倉
甑
会
よ
り 

 

コ
ロ
ナ
退
散
【
木
札
】
が
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
活
動
が
自
粛
さ 

れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け 

な
い
無
病
息
災
お
守
り
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ 

休
館
期
間
：
12
月
29
日
（火
）～
1
月
3
日
（日
） 

＊
貸
館
を
希
望
の
方
は
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。 

＊
冬
期
間
は
水
道
の
元
栓
や
火
の
元
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

＊
今
年
の
年
末
年
始
は
、
ご
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
鍋
料
理
な
ど 

を
囲
ん
で
一
家
だ
ん
ら
ん
を
！ 

＊
「
い
つ
で
も
マ
ス
ク
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 


